
被験者60名（男性25名、女性35名）に対して、質問紙等による参加者
の背景（年齢、性別、BMI、食習慣、身体活動量、睡眠状況、ストレ
ス、世帯状況、学歴、既往歴、就労状況等）調査とNa/K比の測定
(3日間の早朝第１尿の中間尿の採取)を実施し、介入群と対照群の
Na/K比の平均値が同程度になるように割り付けを行った。
クロスオーバー試験のデザインで、食介入1ヶ月間とウォッシュアウト
2ヶ月間を実施し、Paired t-testならびに混合効果モデルを用いて
介入群と対照群のNa/K比を比較し、
県産農産物およびその加工品摂取による
排塩効果を検討した。
山形大学医学部倫理審査委員会承認済。
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山形大学 農学部 食農総合科学研究室

Asian Congress of Nutrition アジア栄養学会 2023 「Best Poster Award 」受賞

International Congress of Nutrition  国際栄養学会 2022 採択・農林水産省 「NIPPON FOOD SHIFT 2022」受賞

背景・目的

当研究室では、医食農に関わる社会課題を解決する方法を研究して

いる。昨年度の異分野交流学会では、自治体・農家・新聞社・免疫

検査機関といった多業種と協働して、一般の方々に健康診断では実施

されていない免疫力を測定する機会を提供し、健康的な食行動を促す

ことで、コロナ禍における食習慣を見直すきっかけを与えることが

できた社会実装研究事例を報告した。

しかしながら、先行研究（Berry SE, et al. Nat Med. 2020）で示唆されて

いた食事に対する反応の特徴（個人差等）について、検証には至れて

いなかった。

そこで本研究では、ランダム化比較試験等の疫学的手法を用いて、

地域食材摂取による健康維持・増進効果を個別に検討した。

要旨

方法 成果

プロジェクト参加にご興味がございましたらぜひお声掛けください。メールやInstagramのDMでのご連絡もお待ちしております。

※国際学会の写真は各学会HPから引用
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現在の取組と展望 「行動経済学」を活用して、もっと楽に簡単に社会課題を解決

2025年国際会議予定地

アメリカ・ボストン

フランス・パリ

オーストリア・ウィーン

官民学協働でエビデンスを社会実装へ

地域介入試験を実施し、みなさまに無理なく望ましい行動を促すことで、個人の努力に頼らなくても疾患を予防できる社会に寄与したい。
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食環境・減塩に

関わる研究班

行動経済学：

人間がかならずしも合理的には行動しないことに着目し、伝統的な経済学ではうまく説明できなかった社会現象や経済行動を、

人間行動を観察することで実証的にとらえようとする新たな経済学。人が意思決定する際の環境をデザインし、自発的な行動変容を促す。
ナッジ：
ひじ等でそっと押して注意を引いたり前に進めたりすること。 特定の決断や行動をするようにそっと説得・奨励すること。 
人々が自分自身にとってより良い選択を、自発的に取れるように手助けする手法。

県内の特産物について、栽培管理から食品加工、成分分析の一連の情報を取得したのち、被験者60名に

対して食介入試験(ランダム化比較試験）を実施。高血圧の予防効果を認める背景要因を特定した。

山形県産農産物の健康維持・増進効果を実証

県内で栽培可能な農産物を積極摂取することで、食の楽しみを失うことなく高血圧を予防できる可能性を

見出した。地域食材の付加価値を生み、健康的な食生活を促す負担の少ない方法を検討しながら、

農業経営者、食品加工事業者、地域住民といった様々なステークホルダーの健幸と雇用を守る

実装研究として、地域社会に貢献したい。
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山形県産農産物摂取による排塩効果を実証
効果が期待される摂取条件・特徴の抽出に成功
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介入試験の結果から排塩効果が
期待できそうな特徴が明らかに
なってきたよ！人によって必要な
摂取量も違いそうだね。

食品加工

成分分析 栽培管理
健幸

***p < 0.001
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